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O 長崎県立学校管理規則の一部改正について
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事 項 名 長崎県立学校管理規則の一部改正について

1.改正要旨
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2.改正規則

長崎県立学校管理規則 (昭和 51年長崎県教育委員会規則第 3号 )
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4.施行日

令不日7年 4月 1日

4月 教育委員会教育長報告
課・室名 教育環境整備課
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(教育環境整備課 )

長崎県立学校管理規則の一部改正について

(改正の要旨) ,

県立高等学校に在籍する生徒あ修学に対し、県立高等学校等条例第 2条第 2

項に定めのある支援金以外の国又は県が実施する授業料及び受講料への補助

金等について、その給付対象であることが見込まれる生徒の授業料及び受講料

の徴収を猶予できるよう、所要の改正を行 うもの。

(改正内容)

授業料及び受講料の徴収の猶予について、次のとお り定める。

①第 19条の 4 高等学校の生徒が県立高等学校等条例 (昭和 39年長崎県条

例第 48号)第 2条第 2項各号の規定に類するものの給付を受ける見込みで

あるときは、その給付がなされるまでの間、当該生徒に係 る授業料及び受

講料の徴収を猶予することができる。

施行 日 :令不日7年 4月 1日

(最終改正年月 日 :令和 7年 3月 28日 )
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長崎県立学校管理規則の一部を改正する規貝Jを次のように定める。

令和 7年 3月 31日

長崎県教育委員会規則第 8号

長崎県立学校管理規則の一都を改正する規則

長崎県立学校管理規貝J(昭和51年長崎県教育委員会規則第 3号)の一部を次のように改正する。

次の表に掲げる規定の改正部分は、下線の部分である。

附 則

この規則は、令和 7年 4月 1日 から施行する。

長崎県教育委員会教育長 前川 謙介
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改正前改正後

(授業料等徴収の猶予)

第19条の4 高等学校の生徒が県立高等学校等条例 (昭和39年長崎県条例第48号)第
2条第 2項各号の規定に類するモぅのの給付を受ける見込みであるときは、その給付

が テトさね拓 支での F日弓、当該′1律に標 る揺業料 及び号講料 の徴 J又 力猶予す るこ≧がで

きる。
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高校生の
学びを支えます。

高等学校等就学支援金の所得制限の一部を事実上撤廃

※1 令和８年度からの所得制限の撤廃や私立高校等の加算額の引き上げも含めたいわゆる「高校授業料の無償化」を別途検討中です。

※2 11万8,800円は上限額。学校種により異なることがあります。

「所得制限の一部の事実上撤廃」とは？

令和7年度版

※3 私立高校（通信制）は29万7,000円、国公立の高等専門学校（1～3年）は23万4,600円が支給上限額
※4 年収は両親の一方が働き、高校生１人（１６歳以上）・中学生１人の４人世帯の目安

大切なお知らせ

返還不要の授業料支援の対象者の範囲が広がります。

令和７年の通常国会での審議の結果、高校生の返還不要の授業料支援の対象者の範囲が広がりました。

(これまでの❶高等学校等就学支援金に加えて、❷高校生等臨時支援金ができました。)

❶ 高等学校等就学支援金 • 年収約910万円未満世帯の高校生

❷ 高校生等臨時支援金 • 年収約910万円以上世帯の高校生

• 国公私立共通のいわゆる基準額である年額11万8,800円※2

を支援

新規

【令和7年度限り※1】

支援を希望される方には、学校からの案内に従って、申請手続きが必要となります。

手続きの時期については、学校から案内がありますので必ずご確認ください。

支援のイメージ

基準額（国公私立共通） 新規

私立高校等は加算

年間支給

上限額

年収目安※4

39万6,000円

11万8,800円

※3

590万円 910万円

❶高等学校等就学支援金
による支援

❷高校生等臨時支援金
による支援
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日本国内に住所を有する方が対象です 対象となる学校種は次のとおりです

❶
高等学校等
就学支援金
への申請

学校または都道府県へお問い合わせください。

お申し込みについて

❷
高校生等
臨時支援金
への申請

新入生の皆さん

在校生の皆さん

手続きが必要な時期に学校から案内があります。入学時の４月など

必ず確認してください。

学校から案内があります。収入状況の届出が必要となる7月頃までに

※ 原則として、オンラインで申請します。また、マイナンバーを利用することで手続が簡単になります。

（都道府県ごとに申請方法が異なるので、学校からの案内に従って申請してください。）

新入生の皆さん

在校生の皆さん

❶ 高等学校等就学支援金の判定結果を用いて、受給資格の判定を

行います。

学校から案内があります。必ず確認してください。7月頃までに

※ 原則として、高等学校等就学支援金のためのオンライン申請の仕組みを活用します。

※ これまで、高等学校等就学支援金に申請していない方、受給資格の認定がされていない方

（年収約910万円以上世帯の方）は、原則として、高等学校等就学支援金に再度申請していただく必要があります。

高等学校等就学支援金、高校生等臨時支援金のいずれについても、都道府県ごとに申請方法が異なります

ので、学校からの案内に従って申請してください。

※ 学校により、就学支援金・臨時支援金の支給決定までの間、授業料を徴収し、就学支援金・臨時支援金相当額を後日還付する場合があ

ります。なお、経済的に困難な家庭に対しては、授業料徴収の猶予措置等を利用できる場合もあります。詳細は学校へお問い合わせく

ださい。

対象となる高校生

※ そのほか、在学期間等の要件がありますので、

詳細は学校へお問い合わせください。

• 高等学校

• 中等教育学校（後期課程）

• 特別支援学校（高等部）

• 高等専門学校（1～3年）

• 専修学校高等課程

• 専修学校一般課程及び各種学校の

うち国家資格者養成課程

（中学校卒業者を入所資格とする

もの）を置くもの

• 各種学校のうち告示指定を受けた

外国人学校

• 海上技術学校

お問い合わせについて

公立
https://www.mext.go.jp/a_
menu/shotou/mushouka/1
292209.htm

私立
https://www.mext.go.jp/a_
menu/shotou/mushouka/1
292214.htm

文部科学省のwebサイトには、制度の最新・詳細情報などを掲載しています。

高校生等への修学支援 検索

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/mushouka/index.htm

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/mushouka/1292209.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/mushouka/1292209.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/mushouka/1292209.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/mushouka/1292214.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/mushouka/1292214.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/mushouka/1292214.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/mushouka/index.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/mushouka/index.htm
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